
 

 

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
内
定
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て 

   

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
に
関
し
、
多
大
な
る
御

尽
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
「
令
和
五
年
三
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
内
定
状
況
調
査
」
（
令
和

四
年
十
二
月
末
現
在
）
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
送
付
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
就
職
内
定
率
は
九
十
・
九
％
と
な
り
、
前
年
同
月
と
比
べ
て

〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

 

特
に
、
就
職
内
定
に
至
っ
て
い
な
い
生
徒
は
約
一
万
二
千
五
百
人
に
上
り
、
引
き
続
き
就
職

に
向
け
た
努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

就
職
は
、
生
徒
が
将
来
に
希
望
を
抱
き
、
職
業
生
活
に
入
ろ
う
と
す
る
重
要
な
第
一
歩
で
あ

り
ま
す
。
貴
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
枠
の
確
保
・
拡
大
を

図
ら
れ
ま
す
よ
う
、
格
別
の
御
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

採
用
選
考
に
当
た
っ
て
は
、
求
人
秩
序
の
確
立
を
図
り
、
併
せ
て
適
正
な
推
薦
・
選
考
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
女
子
生
徒
に
も
男
子
生
徒
と
実
質
的
に
均
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
御
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
貴
団
体
傘
下
の
会
員
各
企
業
に
も
、
こ
の
旨
御
周
知
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
併
せ
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
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令
和
五
年
二
月
十
七
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